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大
田
原
市
教
育
委
員
会
の
活
動
内
容

平
成
24
年
度
に
お
け
る

●
目
的

　
　

毎
年
、
主
要
な
施
策
や
事

務
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
点
検
お
よ
び
評
価
を
行

い
、
課
題
や
取
り
組
み
の
方

向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
教
育
行
政
を
効
率

的
に
進
め
る
と
と
も
に
市
民

へ
の
責
任
を
果
た
し
、
市
民

に
信
頼
さ
れ
る
教
育
行
政
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

●
点
検
・
評
価
の
方
法

　
　

新
大
田
原
レ
イ
ン
ボ
ー
プ

ラ
ン
の
基
本
政
策
に
基
づ
き

実
施
さ
れ
て
い
る
主
要
施
策

を
対
象
と
し
、
点
検
・
評
価

を
行
い
ま
し
た
。
点
検
・
評

価
の
客
観
性
を
確
保
す
る
た

め
、
教
育
に
関
し
て
識
見
を

有
す
る
方
か
ら
、
ご
意
見
を

い
た
だ
く
評
価
委
員
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
評
価
委
員
会
の
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
●
点
検
・
評
価
の
構
成

①
主
な
施
策

②
評
価
委
員
の
意
見

③
今
後
の
事
業
の
方
向
性

　　

本
市
の
教
育
委
員
会
は
、
教

育
行
政
に
お
け
る
重
要
事
項
や

基
本
方
針
を
決
定
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
教
育
長
が
す
べ
て
の

事
務
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
の
定
め
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
原
則
、
毎
月
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ

て
随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
24
年
度
の
活
動
状
況

○
委
員
会
開
催　

16
回

 

・
付
議
内
容

　

議
案
62
件
、
協
議
26
件
、

　

報
告
８
件
、
選
挙
１
件

○
学
校
訪
問

 

・
訪
問
日
数
３
日　

学
校
数
13
校

○
そ
の
他
の
活
動

 

・
議
案
審
議
な
ど
に
伴
う
現
地

調
査

 

・
関
東
甲
信
越
静
市
町
村
教
育
委

員
会
連
合
会
委
員
研
修
ほ
か

 

・
各
種
大
会
、
行
事
へ
の
出
席

　

市
民
憲
章
推
進
大
会
、
大
田

原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
青
少
年

健
全
育
成
事
業
、
成
人
式
、

小
中
学
校
卒
業
式
、
小
中
学

校
将
棋
大
会
ほ
か

●
評
価
委
員
の
意
見

　
　

教
育
方
針
に
関
し
て
は
、

教
育
委
員
会
だ
け
で
な
く
、

市
長
部
局
か
ら
も
大
田
原
市

の
教
育
方
針
を
発
信
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
市
民
か
ら
教

育
行
政
に
関
す
る
信
頼
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
教
育
委
員
と
市

長
、
あ
る
い
は
市
議
会
議
員

と
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け

る
こ
と
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
各
教
育
委
員
の
教

育
に
対
す
る
考
え
方
、
教
育

行
政
に
求
め
る
も
の
に
つ
い

て
、
広
く
市
民
へ
伝
え
る
た

め
の
機
会
を
増
や
す
方
針
を

検
討
さ
れ
た
い
。

●
今
後
の
方
向
性

 

・
地
域
と
連
携
し
、大
田
原
市
教

育
行
政
基
本
方
針
の
具
現
化

に
向
け
て
、取
り
組
み
を
強
化

す
る
。

 

・
学
校
訪
問
、学
校
施
設
な
ど
の

視
察
な
ど
、教
育
現
場
の
現
状

把
握
に
努
め
、教
育
行
政
の
改

善
、充
実
を
図
り
、地
域
の
実

情
に
合
っ
た
独
自
の
取
り
組

み
を
行
い
、更
な
る
教
育
の
質

の
向
上
に
努
め
る
。

 

・
よ
り
多
く
の
市
民
に
対
し
て

教
育
方
針
な
ど
に
関
す
る
情

報
を
発
信
す
る
た
め
、教
育
委

員
会
と
し
て
教
育
に
対
す
る

考
え
方
な
ど
を
発
表
す
る
場

を
設
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　

今
年
度
は
次
の
事
業
に
関
す

る
点
検
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
対
象
事
業

 

・
市
民
憲
章
推
進
事
業　

 
・
地
区
文
化
祭
事
業

 
・
ふ
れ
あ
い
の
丘
管
理
運
営
事
業

 
・
図
書
館
管
理
運
営
事
業

　 

・
小
中
学
校
就
学
援
助
費
事
業

（
要
保
護
・
準
要
保
護
援
助
）

 

・
小
中
学
校
児
童
生
徒
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業

 

・
学
校
耐
震
化
事
業

 

・
学
校
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
費

等
補
助
金

 

・
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年

健
全
育
成
事
業

 

・
移
動
音
楽
鑑
賞
教
室
実
施
事
業

 

・
歴
史
民
俗
資
料
館
運
営

 

・
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会

 

・
美
原
公
園
管
理
事
業

 

・
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ

ン
大
会

 

・
青
少
年
交
流
事
業

　
　

教
育
総
務
課

　
　
（
９
８
）７
１
１
１

評
価
委
員
会
委
員

 
花
﨑　

 

宏 

氏（
元
小
学
校
長
）

 

弓
座　

 
惠 

氏（
元
市
職
員
）

 

室
井 

祐
之 
氏（
市
区
長
会
長
）

教
育
委
員
会
の
活
動
に
つ
い

て
の
点
検
お
よ
び
評
価

事
務
事
業
執
行
状
況
の
点
検

お
よ
び
評
価

教
育
委
員
会
の
活
動
状
況

生
涯
学
習
の
充
実

学
校
教
育
の
充
実

青
少
年
の
健
全
育
成

文
化
・
芸
術
の
振
興

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
振
興

国
際
交
流
・
国
内
交
流
の

推
進

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
」に
基
づ
き
、
基
本
施
策
ご
と
に
取
り
組
ん
だ
平
成
24
年

度
の
主
な
事
務
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
点
検
お
よ
び
評
価
を
実
施

し
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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子
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健
康
・
福
祉

く
ら
し
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ポ
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税

産
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イ
ベ
ン
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地
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ひ
ろ
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健
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　保護者がこれまで給食費として支払っ
ていたお金は「生活費として使っている」
との回答が５割以上を占めており、その
ほとんどが子どものために有効に使われ
ているということがわかりました。
　また、「習い事や部活動、高校・大学進
学のための貯金など、子どもへの教育や
将来の備えとしている」との回答も多くあ
りました。中には、「子どもを塾に通わせ
ることができるようになった」との回答も
あり、児童生徒の教育を受ける機会を増
加させたということができます。

　子どもに対して給食費が無料であることを教えたい、
またはこれから教えたいと考えている保護者が全体の
約８割に上り、給食に関心を持ち、親子で話し合いの
場を設けている家庭が多くあることがわかりました。
　自由意見の中には、「給食費が無料であることを知ら
なかった」「市の広報や学校において無料であることを
もっと宣伝すべき」などの意見もあり、今後は児童生徒
をはじめ、広く市民に周知を図っていきます。

　給食費が無料になった理由に
ついて、「市民全体で子育てを支
援するため」と教えている又は
教えたいと考える保護者は６割
近くとなり、給食費の無料化が、
子どもたちに納税の大切さや地
域住民への感謝の心を教育する
きっかけとなっていることがう
かがえました。

　学校給食費を無料化して１年が経過した
ことを受け、この制度の検証を行い、今後
の学校給食運営および教育や子育て環境に
おけるサービスの向上を図るため、保護者
を対象にアンケート調査を実施しました。

男性　　　   360人　
女性　　　3,381人
無回答　　     21人

20代　　　　93人
30代　　   1,623人
40代　　   1,836人
50代以上　  189人
無回答　　　 21人

■実施期間　７月５日～ 24日
■調査対象　市内小中学校保護者
■調査方法　学校を通して配布・回収
■回収状況　保護者数　　5,203人
　　　　　　集計枚数　　3,762枚
　　　　　　回収率　　　  72.3％

習い事や部活動の費用　1,333人
食費など生活費の一部　2,087人
その他　　　　　　　　　344人
無回答　　　　　　　　 　22人

※その他の内訳（抜粋）
・貯金  49人　・不明  26人
・特に使っていない  4人　・税金  4人
・学費  ３人　・学校に関するもの  3人
・具体的に決めていない  ３人
・大学費用  ２人　
・子どもの衣料品  ２人

教えている　　　2,090人
教えていない　　　838人
これから教えたい    806人
無回答　　　　　　  28人

保護者の経済的負担を軽減するため　941人
市民全体で子育てを支援するため　 2,156人
食育を推進するため　　　　　　　    490人
その他　　　123人

※その他の内訳（抜粋）
 ・理由は説明していない　５人
 ・市長の公約　13人
 ・給食費を支払わない人がいるため　7人

無回答 ０％

女性
90％

男 性
10％   

性別

20代
２％

30代
43％

無回答１％
50代以上
５％

40代
49％

年齢

無回答１％
その他
９％

食費など
生活費の
一部
55％

習い事や
部活動の
費用
35％

これから
教えたい
21％

教えて
いない
22％

教えて
いる
56％

無回答１％

その他 ３％
食育を推進
するため
13％

市民全体で子育てを
支援するため
58％

保護者の経済
的負担を軽減
するため
26％

《問５》給食費が無料になった理由をどのように教えているか、またはどのように教えたいか（複数回答可）

《問４》子どもに給食費が無料であることを教えているか

《問３》 給食費として支払っていたお金の使い道（複数回答可）

学校給食費無料化アンケート調査結果 教育総務課　　　　（９８）７１１１

《問１》 性別 《問２》 年齢
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・自由意見記入者　745人
・自由意見記入率　　20％

 ・給食費の財源の使い道にも問題があるのでは？近年、異常気象が続き、今年も猛暑です。
教室は風通しが悪く、とても暑い教室だと言っています。教室にエアコンを設置しても良
い時代だと思います。効率良く勉強させたいです。
 ・個人的意見ですが、給食費が無料化になり、助かるということもありますが、本来であれ
ば自分の子供の食べている給食費を払うということは当然の事ではないかと思います。親
は自分の子供について責任を持つべきだと思います。

 ・給食費が無料であることにとても感謝しています。しかし、親の責任として子供の給食費
を納めるという事は当然だとも思います。市民全体で子育てを支援するのは分かりますが、
税金を使うとなると…半額でもいいと思います。

○自由意見（抜粋）　※原文のまま記載しています。すべての自由意見は市ホームページでご覧いただけます。

継続　　　　　　   462人
一部変更して継続　 34人
廃止　　　　　　   109人
その他　　　　　   140人

　全体の約２割が記入した自由意見から読み取
れる結果として、給食費無料化の継続を望む保
護者は６割以上、「事業内容の一部を見直し、変
更して継続してほしい」という声は約５％、廃止
を希望する保護者は15％でした。
　事業内容の一部変更を望む意見としては、「給
食費の一部を保護者が負担する」「市が給食費と
して負担している金額のうち半分を給食の質の
向上、学校施設の整備（扇風機、エアコン、様式
トイレの設置など）、教育のレベルアップ、高齢
化対策等の福祉事業に使ってほしい」などがあり
ました。
　また、「給食費が無料であることに感謝する」と
しながらも、廃止を望む理由としては、「子ども
の給食費を支払うのは親の義務であり、当然の
こと」、「学力向上等、教育環境の整備や、他の子
育て環境の改善を優先してほしい」という意見が
ありました。

 ・給食費の無料化はとても感謝しています。逆に子供のいない世帯では理解されているので
しょうか。
 ・我家では小中学生３人いるので、無料はとてもたすかります。普段はふつうに食べさせて
もらっている給食ですが、震災のあとお弁当持参の日が何日かありました。その頃は食材
も手に入りにくく、出勤前にお弁当３つ作りは大変でした。
 ・正直、はっとしました。給食が無料化になり、保護者の経済的な負担が軽くなったことに
対して、ただ喜んでいただけでした。無料化の裏側には、市民全体のサポートがあること
など全く気付かず、もちろん子供に伝えたこともありませんでした。この機会に感謝する
ことを教え、また、納税についてや私たちの身近にある税金によって支えられているもの
などについても話してみたいと思いました。
 ・高齢社会を支えていくのは、これから育っていく子供達であり高齢者を敬う事はもちろん
大切ではありますが、もっと子供を重視したこのような対策は必要な事、ありがたい事だ
と思っています。これからの社会を担っていく子供達が、心身共に健康に育っていくため
の支援を希望します。
 ・大田原へ引越してくる方が多い理由もわかりました。市全体での子育て支援に関しては他
の市町村に比べてしっかり取り組んで実現しているなぁと思い感心しています。今後も大
田原は子育て支援に力を入れてくださる事に期待しています。
 ・母子家庭であるが、所得があるということで、無料化になるまでは払ってきました。所得
があるということですが、やはり給食費は負担でしたが無料化になり、負担が軽減された
すかっています。

継続を望む

一部を変更
して継続

廃止を望む

その他
19％

廃止
15％

一部変更
して継続
４％

継続
62％

《自由意見》 自由意見の内容から「継続」「廃止」「一部変更して継続」「その他」に分類して集計
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　   全体のまとめ
　保護者がこれまで給食費として支払っていたお金は、生活費として使用しているとの回答が５割以上を占
めており、そのほとんどが子どものために有効に使われているということが問３の回答からわかりました。
習い事や部活動、高校・大学進学のための貯金など、子どもへの教育や将来の備えとしているとの回答も多
くありました。中には、子どもを塾に通わせることができるようになったという回答もあり、児童生徒の教
育を受ける機会を増加させたということができます。
　問４では、子どもに給食費が無料であることを教えている、または教えたいと考えている保護者が全体の
約８割にのぼり、親子で話し合いの場を設けている家庭が多くあることがわかりました。また、無料化の理
由について、「市民全体がその税金で子育てを支援するため」と子どもに教えている、または教えたいと考
える保護者は６割近くであり、給食費の無料化が納税の大切さや地域住民への感謝の心を教育するきっかけ
になっていることがわかりました。
　自由意見の中には、保護者の経済的負担が軽減され市民全体で支えてもらっていることに感謝し、無料化
の継続を望む保護者が多数いる一方、無料化に感謝しながらも給食費の一部または全額を保護者が負担し、
市は他の事業を優先して充実させるべきであるとの意見もありました。このことから、多くの保護者が給食
無料化に関心を持ち、子どもたちや子育て世代、高齢者まですべての市民がより充実した生活を送るにはど
うしたらよいかを深く考えていることがわかりました。調査結果を踏まえ、学校給食サービス事業費等補助
金に関して周知を図り、教育環境をより一層充実させるための取り組みを行っていきます。

 ・今の給食はメニューがたくさんありおいしそうだなあと思います。子供達には「食」について
いろいろなことを学んでほしいです。
 ・野菜や肉や魚など食べるものに関わる人たちの話や栄養の話をしっかり伝えていかなくては駄
目だと思います。
 ・家ではあまり野菜を食べてはくれないのですが、学校の給食で野菜を頑張ってたべたらおいし
かったということをけっこう聞くのでとても助かっています。毎日栄養面を考えおいしい給食
を作っていただきとても感謝しています。ありがとうございます。
 ・給食費として納める事が学校に入学してからの経験なので、余り意識がうすいのが本音です。
子育て世代にはありがたいと思う反面我が子の食事代くらいは・・・という思いもあります。
 ・給食は、バランスよく、おいしく調理していただけるので好き嫌いもなく、食べられるような
ので助かります。ありがとうございます。
 ・給食費の無料化に隠されて、さまざまな教育費等の負担が増えているとききます。全体の子育
て支援や、税金の軽減など考えてほしいと思います。

　使用している米や野菜など
の生産地をお知らせいただ
きたい。
　米は黒羽地区で生産された
ものを使用しています。野菜
は、各学校の近くの農家や直
売所で直接購入するなど、季
節の野菜はできる限り地場
産品を使用するよう各学校
で取り組んでいます。

その他
の意見

○自由意見への回答　保護者からの質問にお答えします。
　給食費が無料になったことでおかずが減り、冷凍やレトルト食品の使用が多くなったように感じる。給食
の質を低下させないでほしい。また、パンとスパゲッティなど、炭水化物を２種類出すような献立はでき
るだけ避けてもらえないか。
　冷凍食品などは無料化の前後で使用回数に変化はありません。無料化するまで保護者が支払っていた給食
費と同じ金額を市が負担しており、給食の質を下げるという心配はありませんので、ご安心ください。
　炭水化物を一度に２種類出す場合もありますが、パンと麺類などを組み合わせることにより、児童生徒の
年齢に応じたエネルギーなどを満たすよう献立を作成していますので、ご理解いただきたいと思います。

　給食費負担の公平性を保つためにも、
有料だった頃の給食費未納者への対
応（徴収など）をきちんとしてほしい。
　子どもおよび保護者の給食費負担に
関する不公平感を解消するため、無
料化したのちも給食費未納者への対
応として、学校長などが督促・徴収
を実施しています。また、教育委員
会においても督促を行っており、今
後も引き続き実施していきます。

　給食費無料化に伴って、
削減された事業を教えて
いただきたい。
　特定の事業を中止して給
食費を無料化したもので
はありません。市が行う
全ての事業において経費
などを節減することによ
り給食費無料化を実施し
ています。
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